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著者 酒井 克彦 著 

定価 3,889円（税込 4,200円） ＊ファルクラム会員は 3,400円（税込） 

内容   H29.1 大蔵財務協会より刊行 

法人税法の仕組みと考え方を正しく理解していただけるよう法人税法解釈の指針となる重要裁判例を数

多く収録し、実際の裁判において示された当事者の主張や裁判所の判断を通じて法人税法を理論的・体

系的に解説した一冊です。 
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第５章 損金の意義と範囲 
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